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I.は じめに

新学習指導要領の体育科の運動領域では五つの

改善点が示 されている。 この中に 「心 と体を一体

として とらえる」 とある。 このことは、教育の場

としての体育学習に記録の優劣や能力の比較 より

も、自己発見や他者理解の場 として、また人間交

流や 自然交流を楽 しみ、生きる活力を生み出す機

能が求められていることを示す ものである。

2002年度の新学習指導要領では、高学年の 「体

操」領域は、「体つ くり運動」 と名称を変え、「体

ほぐしの運動」 と 「体力を高める運動」 とい う二

つの指導内容 となった。本研究の目的は、この 「体

ほぐしの運動」に焦点をあて、身体運動を通 して

児童 自身の心 と体に何が起こるのか、 自分 と他者

のかかわ りの変容について検証することである。

Ⅱ.研 究内容 ・方法

本研究は、自己概念形成に他者 との交流が重要

であるとの考えに基づいて、小学校体育の授業で

他者 との間に心地よい生活が営まれる集団づ くり

を目的 とした学習活動を構成 しその成果を検証す

るものである。

学習者の集団に次の活動過程を順に設定 した。

その過程は、次の段階か らなる。相互作用1)を喚

起する活動を設定 し、学習の初期には雰囲気を和

らげて 自分を楽にする段階、次に人間関係を深め

て信頼を築 く段階、状況を確認 しなが ら集団のか

かわ りの高ま りをみて創造的に問題解決をする段

階である。他者 とのより深い交流を喚起 させる活

動を段階的に設定す ることで自分や他者について

新たな気付きを伴いなが ら、人とのかかわ りを肯

定的にとらえられるようになることで、運動の心

地良さを味わい楽 しむことができるであろうとい

う仮説に基づいて活動内容を構成 し、その成果を

検証する。

1.研 究授業の対象及び期間

柏市立柏第五小学校5年1組 (35名)お よび6年 5

組 (34名)を 対象とし、2000年9月26日から10月7

日まで (全7時 間)5年 生の授業を行い、10月23日

からH月 4日 まで (全7時 間)の 期間に6年生の授

業を行った。

2.調 査内容及び方法

事前・事後に質問紙法による自尊感情尺度評価
2)、

学級生活満足度尺度評価
3)を

実施 した。併せ

て質問紙による毎時の授業評価
4)、

学習 ノー トの

自由記述、授業者による観察を行った。研究授業

における観点を以下に示す。

(1)学 習者が相互に気付き合い、動きを創 り上げ

ていく活動を多くとり入れ、自己概念形成や他者

理解を促進する。

(2)「体ほぐしの運動」の成果を具体的に検討す

る。

3.研 究の具体的内容

(1)「体ほぐしの運動」の解釈 と方向性
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現学習指導要領における体操領域では、身体運

動の基本的能力の形成を重視 してきた。平成元年

度の学習指導要領の改定以来、運動の楽 しさを味

わい、運動の特性に親 しむ といことが唱えられて

きたが、指導現場では体力重視、超越志向の技能

定着学習が拭い去れなかった。 さらに時代の推移

と共に生活習慣の乱れ、遊びの少人数化、外部か

らのス トレス5)(規 律 ・規格の中の生活、よい子

でいる自分6)7)、こぅぁるべき 。こうなくてはな

らない論)や 未来への不安によつて、肯定的に生

きることを見失い、夢を持てない子 ども達が増え

てきた。

このような背景を受けて提唱された “楽 しい体

育"で あったが、子ども側か ら見れば、やは り “

できる ・できない"が 重 く感 じられる “めあて学

習"で あ り、お膳立てされた楽 しさを味わ うもの

であつた嫌いがある。

その結果 として、運動に対 して強い関心をもつ

て取 り組む生徒 と興味を持てず消極的な取 り組み

に終始する生徒 との二極化を生んできた。また、

相変わらず固定概念 (「私は、○○が苦手である」

とか 「僕は、足が遅いから走るのは嫌い」「△△に

むいていない」)を 打破できない児童がいることを

認めなくてはならないだろう。

今までの授業観を振 り返ると、「めあて」を児童

個々人が設定す るか、それ とも教師が設定す るか

の違いこそあれ、設定 された 「めあて」に対する

到達度を評価する授業が多く存在 していた。 この

ような授業観のもとでは、技能差に従って場の設

定が行われ、技能習得につれて難易度の高い課題

に進む とい う現況が生まれ、児童の間に技能差に

よる階層性が形成されている。これ らの背景から、

技能向上や記録の達成ばか りにとらわれない 「運

動」を見直 していこうという改革が「′いと体の体育」

を生み、具現化 した 「体ほぐしの運動」に結びつ

いたもの と考えられ る。その構造を図‐1に示すc

「体ほぐしの運動」は、誰でも、いま ・ここでで

きる動 き8)を根底に置き、運動の心地 よさを味わ

い、心身を解放 し、仲間 と豊かにかかわるような

機会を求める領域 として体育の中に位置付けられ

た ととらえることができる9)。高橋10)は、気付 き

・調整 0交 流 とい う3つ のね らいの達成を焦るあ

ま り、教師側のね らいが子どもの自発的な感性 を

閉ざす ことを危惧 し教師が 目標を設定 し、子 ども

を操作 して、追い込むような指導に陥 らないよう

警告 している。教師が抱 く期待の枠に追い込む指

導に終始する結果、期待 されたことに応 えるとい

う “よい子"の 観念が子 ども達の心 と体を取 り囲

み他律的に制御 された 「規格化 した身体」H)を形

成 して しまうことが起 こり得るのである。

多様な動きの魅力に触れ、かかわ りの中で生ま

れる安心感や心地よさを味わい、 自発的な動機の

もとで身体を動かす ことを取 り戻 し、自分が自身

に抱いているイメージを見直 しその否定的な部分

(できないからいや、恥ずか しい、むいていない)

か ら脱却することが 「体ほぐし運動」のね らいで

ある。

自分の五感 を使つて 「体」か ら 「′い」へ と向か
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図-1 心と体を一体とした体育の在り方
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うベク トル12)に気付き、共感すること、また周囲

の仲間にも個々の感情、感覚があることを相互承

認 し′ていくことが大切である。「J心と体を一体 とし

て」 とい う表記が意味するところは、 日に見える

身体の動きだけではな く、見えない心の動きの部

分に意識を向け、光を当てた学習活動にすること

である。

(2)研究授業実践

単元計画は以下の 4項 目を踏またて構成 した.

ア。「体ほぐしの運動」は、単独単元で構成 ヒ/、

保健の授業も組み込t,。

イ,元 を自己開放か ら自己形成へ導 くプロセ

スとして構成づ
~る

。

ウ.活 動内容は、誰で t)やさしくで き76運動

であることとする。

工.学 習活動案は、 日の前にいる児童によつ

て常に変化 l…′得 る1)のと捉 え、柔軟に対

応する。

「か らだ」を扱 う、■tヒは、その個 人の全人格その

ものを認める13'ことでぁる。一緒にいる時牢間で、

千葉体育学研究,26,37-49(2002)

「か らだ」の安全を互いに保障 しながら、素直に

自分のめあてに向き合い、集団の相互の合意に基

づいて活動が展 開 され るよ う、教師は支援 14)

(facilitate)する必要があり、目の前にいる子 ども

の行動や感情の変化を判断 し、柔軟に対応できる

資質が求めらオ1ノる。

(3)学 習の単元構成

表‐1は実施 された授業構成を示す1)のである。

この学習過程 を構成するにあたつてはプ ロジニ・シ

ト・ア ドベンチャ…15)(以下 「PAlと 略す)の 埋

念を参考にし″た。

以下に自己概念形成を促す構成点の 5項 目を示

L/、活動i轟程10の要 張を述べるし

①ア 1 ス́ブレイキング :緊張をほ―( 1゙″・楽 lンむ■

成功体験を大事にする。固定概念ψ ttI戯概念を崩サl,

表情が崩れて しま う。声が漏れノ笑顔で溢れる。 しヽ

い雰囲気づ くり|こ のために断びな活用する:「 I

んな体育でいいtl)」

0自 分崩 しの運動 1精神的抑制|十七ろし成1カ失

敗、 11手下手がない. 人前 も気にすrらな イitろ白

表-1 学習の単元構成

1時間 目 保 障 2時 間 円 3計寺厨月目 4時 間 目 5時 間 目 6時 間 目 保健

オリエンテーション

・遊 び を取

り戻す

0既成崩 lノ

アイスフ
゛
レイク

・声を出す

。笑 う

・触れる

0無理 しな

し｀

規

範

作

ン)

信

頼

の

約

束

　

心

の

安

全

アイスフ
゛
レイク

。義ゝれ あい

遊てバ

。自分崩 ヒノ

・新 聞紙 の

気持になろ

う

。信 頼 の動

きづくり

アイスア
゛
レイクさ

ふれあい遊

び

。自分崩 ヒ′

・ハ
°
―け―を

代えて遊ぶ

・信頼

の動きづく

り

ウォーミンク
｀
ア;'17(

・鬼 ごっこ

・信頼の動 き

ンづく り

。支えあ う

。委ね る

・コミュニケーション

づ くり

ウォベンク
゛
アッif°

・鬼ごっこ

・コミュニケーション

づくり

・課題解決運

動

・創造 と試 し

の動き

ウォヽ‐ミンク
゛
アッア

D

。コミュニ1ケーション

づ く り

。伝承遊び

・リクエストフ
°
ロク

゛

テムベ スト3

・シ
゛
ョキ

゛
ンク

゛

Fl 子〉σ)初語 り

i反り

。気付 きの共

有

。自分友達の

長′サi

・体育はか ら

だそだて

振 り返 り 振 り返 り 振 り返 り 振 り返 り 振 り返 り 振 り返 り まとめ

体育館 教室 体育館 体育館 体育館 体育館 公園 (外) 教室
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信をもつ。心理的身体的 リスクを体験。表情 ・姿

勢を崩す。声を出す。「まあいいや」

③信頼の動きづくり:信頼と共感のための活動。

仲間といる事で自分は守られていると実感する。

身体と言葉の交流。仲間をサポー トする動き。委

ねる。「こわいけど面白い」

④コミコ_ニケーショ)′づくり,意見や感情を表

現する能力を高める。言葉や身振 りで伝える。身

体接触や言葉の交流が活発になるこヽとで心地よさ

を体感する。「みんなでやるぞ」「グループが楽 し

占

95。0

90.0

85.0

80.0

75.0

7030
3     4     5

自己評価の平均の変容

6 1rII目

い」

⑤課題解決運動 :効果的にコミュニケーション

をとって協力し合う経験をする。簡単なものから

複雑なものへと、試行錯誤をして解決する。「どう

やつたらいい」|こぅしょぅょ」リーダーシップや

役割を学ぶ。プロセスが大切なことに気付く。

Ⅲ.結 果と考察

1.毎 時の自己の振り返り表による評価

自己評価は、著者が作成 した25項目の質問に対し

占・

90。0

85。0

80ぉ0

75"0

70。0

65。0

60。0
1 2 3 4 5 6回 目
図 -2-2 自己評価の1平壌lrrl変容

―-1 自己評価得点に関する各授業間の差の検定 (5年1組)

*p(0。05  ** pイ0.01  *** p(0,001

表-2-2 自己評価得点に関す る各授業間の差の検定 (6年 5組 )

5年 1組毎時間σ)自己評価の変化 6年 5組 毎時間の自己評価の変化

授業回数 1回目 2回 日 3回 日 4回 目 5回 日 6回 目

1回 目 2.952 ** 3.396 ** 4。253*** 2.793 ** 5.542***

2回 目 2.165  * 2.864 ** 1,704 4.717***

3回 目 0.059 4.475***

4回 日 1.386 534 **

5回 目 4.462***

6回 目

授業回数 1回目 2回 目 3回 日 4回 日 5回 目 6回 目

1回 目 2.323  * 2.137  * 4.749*** 7.376*** 8。997***

2回 目 0。155 2.644  * 5.803*** 7.696***

3回 目 1.336 2.861 ** 3.812***

4回 目 5。096*** 6.088***

5回 目 4.292 **

6回 目

*p〈0。05  ** p〈 0。01  *** p〈 0.001
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て4段 階評定尺度で回答するものである。(資料1)

図‐2…1の推移か らも授業を重ねるごとに意欲や

心地よさの高まる様子が認められた。「楽 しい」か

ら 「もつとや りたい」「明 日は何だろ う」「終わる

とさみ しい」「またいつかや りたい」 とい う気持ち

の変容は、学習ノー トからも読み取れた。実践の5

回日では平均得点が低下 しているが、その理由は、

授業の内容には課題解決型の活動が多かったこと

と関連が深いと考える。課題解決型の活動では、“

意見を言 う"、“考えを出す"、“試行する"と い う

非活動的なことが多く、個人の運動欲求 との間に

葛藤が生 じたのではないかと考えられ る。 このこ

とは録画 ビデオの様子か ら活動量の減少や表情の

変化が読み取れ、また児童の記述か らも示唆 され

る内容が確認できた。各国相互間の検定は表‐2‐1

お よび表-2-2に示 した通 りであ り授業を重ねる毎

に大きくな り、有意な差が認められた。

男女の得点比較をすると5年生、6年生 とも女子

の数値が男子を上回つている。女子では、雰囲気

への適応が早 く、情意の変容が明確にでていると

い う結果が得 られた。 これは、思春期の男女の発

達差 と関連付けると興味深い点であると考える。

2 子ども版自尊感情尺度による授業前後の比較

自尊感情の平均得点は、図‐3‐1、図‐3‐2に示す通

り5年 生で3.46、一方 6年 生では1.64で有意な上

昇を示 した。 自分の活動を振 り返ることのできる

年齢、つまリビアジェ17)のい う自律的段階に当た

る高学年期以降に体験することで、自己概念形成

に深 く関与 し自尊感情にも多大な影響を及ぼす可

能性を示すものと考える。

6年 生は、学校の中で 「最高学年」「リーダー役」

「模範生」 とい うレッテルを貼 られて見られ る傾

向にある。お互いの個人差が気になる年齢であり、

学級においても教科の得意 ・不得意、運動技能の

個人差、あるいは性格などが学級集団の役割や分

担 とは別にお互いに意識 され るのが実態である。

同時に自分に対 しても 「自分はこれ くらい」「これ

はできてこれは苦手」 とい うように、自己の能力

を自ら限定 して しま うことも多 くみ られる。他人

を意識することが自己の行動の背景にあることを

千葉体育学研究,26,37-49(2002)

16

6年 5組の自尊感情の変化
12

10

点

8

6

定  N=34幸 幸辛P<0.00

◆́
1076

F‐

´

1授 業前 2授 難

H卜 男子の平均 9。29 11。24
―■―

女子の平均 8。94 10e29

J卜 毎時の平均 9。12 10。76***

図-3-2 自:岬惑情の変容 (6暢

踏まえると、自己概念の形成に学級の雰囲気が大

きく影響を及ば していることを十分に認識 して授

業設計に当た らなければならないことが示唆 され

る。数時間の体育授業時間内に生 じる一過性の感

情の変化のみにとらわれ ることな く、自尊感情の

形成を助長 し、伸長 させ るとい うことを学級経営

とい う視点に結び付け、体育の授業が学級の人間

関係 にどのように影響を及ぼ しているか とい う観

点か らも体育の授業の意義を見直すことができる。

3 学級生活満足度尺度による授業前 と授業後

の比較

調査回答について承認得点 と被侵害得点を算出

し集計 した。X軸 を被侵害得点、Y軸 を承認得点

として、XY座 標面に各人をプロッ トしたものが

図‐4‐1、図‐4‐2、図‐5‐1、図-5-2である。この XY軸

座標面は、学級生活満足群、侵害行為認知群、非

承認群、学級生活不満足群 とい う領域に分類 され

る。 この領域区分に したがつて、それぞれ群に所

属する生徒数をまとめたものが表‐3-1、および表-3‐

2で ある。5年生、6年生ともに、授業後に承認得点

5年1組の自尊惑情の変化 t検定 N=35ネネ*Pく0.001

14

10

点 12

8

6

■  1月 ■ 7

/

輛

1撮鎖奇詢 2授 業後

‐ 男子の平均 10。83 14.5
―■―女子の平均 10。59 13。82
~毎 時の平均 10。71 14。17***

図-3-1 自:尊感清の変容 (5年 旬
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は上昇 し、被侵害得点は下降する傾向を示 し、座

標面上では学級生活に満足を感 じていることを示

す右上へ移動する傾向が うかがわれている。

クラスを個別に見ると、 5年 生のクラスでは授

業前に比べ、学級生活満足群の児童が25.8%増 加

した。学級集団がプい地 よい雰囲気に満たされ、友

達同士が優 しく接するように感 じられ、自分の居

場所があ り、充実 した生活が送れるようになった

と感 じる児童が増えた と解釈 される。 さらに、学

級で承認 されていない と感 じていた児童 (非承認

群)が 授業後は、いな くなつた。一方、 6年 生の

クラスでは授業後に学級生活満足群が13.4%増加

し、不満足群がH.4%減 少 していた。特徴的な生

徒について個別に補足説明す る。要支援群に属 し

ていた生徒 I(男 子)は 、わずかな肯定的変容に

とどまったが、生徒 a(女 子)、 n(女 子)は 、

要支援群か ら被侵害群に変化 した。aは 、過年児

で授業には2回 しか参加 していない生徒であつた。

学級生活不満群から非承認群に変化 した生徒A(男

子)は 、 自閉的傾向にあ り普段の教科学習や体育

でも、一切言葉を発 しない生徒であった。

以上の結果にから、「体ほぐしの運動」が集団の

雰囲気を変化させたことが うかがわれる。しか し、

他者 とのかかわ りが意識 されるよ うにな り積極的

に自分を表現するようになった反面 「気になるこ

とを言われた」あるいは 「強く押された気がする」

とい うように、他者 とのかかわ りを肯定的に受け

止めきれず侵害行為認知群に属する生徒が増 した

ことも事実である。深いかかわ りに入るまでの段

階にもう少 し時間をかけ相互の防衛機制をやわ ら

げるべきであつたことが示唆 され る。またこのよ

うな他者 との間の意志の甑齢は、人 とのかかわ り

がますます希薄にな りがちなライフスタイルに進

んでいる現代社会において、自己形成 と深 く関わ

る課題であ り、取 り組まなければ成 らない重要な

課題の一つでもある。

中谷  光男ほか

表-3-1 学級生活満足度尺度の各群の変化(5年生)

学級生活満足度尺度 授業前 授業前 授業後 授業後 差 差

学級生活満足群 15人  42.8% 24人  68.6% 十 9A  +25.896

非承認群 12人  34.3% 0人  0% -12人  34.3%

侵害行為認知群 3人  8.6% 7人  20.0% 4人  +11.4%

学級生活不満足群 5人  14.3% 4人  H.4% -1人  2.9%

承認得点 16.86 19。46   19.46 +2.60 ***

被侵害得点 9。97 10.31   10.31 +0.34

***pく(0。001

表-3-2 学級生活満足度尺度の各群の変化(6年生)

学級生活満足度尺度 授業前 授業前 授業後 授業後 差 差

学級生活満足群 14人  41.2% 19人  54.6% +5人 +13.4%

非承認群 10人  29.4% 7人  21.2% 3人 -8.2%

侵害行為認知群 2人  5。 9% 4人  12.1% +2人  +6.2%

学級生活不満足群 8人  23.5% 4人  12.1% 4人  11.4%

承認得点 15.32 17.38 +2.06 ***

被侵害得点 11.26 11.24 -0.02

***pく (0。001
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図 -5-1 6年 5組 授 業 前 調 査 (PRE)
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4.自 由記述における自己意識の変容

学習 ノー トの 自由記述の中には、さまざまな振

り返 りと個々の評価が見 られた。特に頻度の多い

項 目を述べると以下のように総括できる。

「今までの体育と違 う」、「遊びみたいな体育」、

「友達が多くなった気がする」「男女の差がなく遊

べた」「こんな体育は初めて」「体育が好きになっ

た」「仲よくなった気がする」「自分に自信がでて

きた」「友達のよい所が見えた」「恥ずか しさがな

くなった」「クラスみんなが一つになった」などで

ある。

資料 2に は、実際の 自由記述を例にあげ、体ほ

ぐしの運動を実施 したことによる変化について以

下の3つの観点に沿つて下線を付 した。

(1)                 (波 線)

(2)自 己の肯定的な感情の変容 (実線)

(3)雰 囲気の変容 (破線)

児童の感想には、授業を重ねるごとに不安や戸

惑いが薄れ、やがて活動することの心地よさに浸

り、自発による運動を楽 しむ ことができるように

なつた ことがより多く記 され るようになっていっ

た。 自分の心の壁18)が低 くなることで、自分の気

持ちや体を他者に委ねることのできる関係作 りが

形成された証 と言える。

実施後、体育に否定的なイメージの記述は、一

言もなかった。加えて、ほとん どの児童が 「また

や りたい」あるいは 「こんな体育なら、中学校の

体育もいいな」と答えていた。

Ⅳ。まとめ

「体ほぐしの運動」の授業を担当し、生徒の反

応を直接受け止めた感触を含めて本研究を総括す

る。

活動内容については、①初めてやること(好奇

心)、②ワクワク・ドキドキする緊張感ことがある

こと、③個人の体力や技能にかかわりなく参加で

きること、④男女混合で遊べること、⑤交流する

人が入れ替わること (特定の小集団に固定化しな

いこと)、⑥日常的な状況を変え、視点の変換をし

やすくすること (非日常的 ・ファンタジー的状況

千葉体育学研究,26,37-49(2002)

づ くり)、⑦声を出す場面があること、③必要に応

じ適度な体の触れ合いがあること、⑨チャレンジ

の領域があること (創造性 ・発展性)と い う要因

を取 り入れることが、「体ほぐしの運動」のねらい

を達成するために有意義であると考えられる。

毎時の 自己評価、自尊感情尺度、学級生活満足

度の 3つ 評価を用いることで、本研究における 「体

ほぐしの運動」は、 自己発見や他者理解の場 とし

て、また人間交流や 自然交流を楽 しみ、深め、生

きる活力を生み出す とい う点において成果が得 ら

れたもの と言える。また、自己評価、自尊感情尺

度、学級生活満足度を実施することで、「体ほぐし」

のね らいを授業成果 として確かめることができた

と言える。

「体ほぐしの運動」を有効に行 うためには、プ

ログラム (単元構成や活動の種類)の 研究のみな

らず、プログラムとファシ リテー トする側の技術

(話術、表情、声、説明)の 相関について明らか

にす る必要性を感 じる。教師の支援の在 り方19)に

ついては、授業を担 当した立場か ら次の点に配慮

しながら行ったことを付記 してお く。それは、a)

共に参加すること、 b)オ ープンエン ドに問いかけ

ができること、 c)多 角的な視点か ら観察できる

こと、 d)生 徒の心に生 じていることを観察でき

ること、 e)状 況に応 じて柔軟に展開できるプロ

グラムが用意できることである。

また、児童の肯定的な変容が一過性であるか否

かについて追跡検証 していくことも課題 として残

されたものと考える。

本研究では、単独単元 として 「体ほぐしの運動」

を扱 ったが、 自尊感情や 自己の変容 とい う点か ら

は、他単元 と併用 し導入的に用いるよりも単独単

元 として運用することの可能性が示唆 されたもの

と考える。
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今″の″芦残″ク返してみまj

時間目

グループの中や先頭に出るのはずか しかった

一人よりもみんなでできたことが楽 しいと思う

ことがあつた

今日のみんなの雰囲気が気持ちよかつた

今日はみんな一体になってしヽる感 じがした

友達の一生懸命な様子を見ることができて感動 した

誰かが失敗 L′たりできなくても自分には関係がない

と思つた

人の考えや、意見をきくことも大事だと感 じた

人と手をつないだり、ふれたりしても平気だつた

友達のよいところが見えた気が した

友達の喜ぶ姿を見て自分もうれ L′くなった

友達と自分との違いを感 じると気になつた

自分の良い所 ・悪いF~fが少 しわかつた気がした

友達を元気づけるような声かけが鮮きた

自分が失敗 したりできなかったりすると友達の目

が気になつた

話 し合いの時は友達の意見に全でついていく方が

楽だと思つた

もっとや りたいという気分になった

気分がすっとした

笑つた り、大声を出したりして楽 しんだ

自分ならはどうすればよいか作戦やや り方の工夫を

思いついた

自分のからだについて興味を持つことができた

友達と自分では体や力に違いがあることが分かつた

からだが軽 く元気がいっぱいになった

動 くことが心地よかった

無理をしないで自分なりにできた

時間を忘れて活動できた

とても すこし

思う  思う

4     3

千葉体育学研究,26,37-49(2002)
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資料2

・私は、この体育をして、友だちが(男子も)ら、えたような気力〈しました。とてもそれがうれしいです。この体育をしたら

男子が好きになりました。先生が「シロナガスクジラ」といつたときに男子も女子もみんな壌烈感ゑ五なんはほとはじ

めて思いました。わたt′は、時々、あのこのことわたしは好きなのに、あの子は、あつちの子の方が好きなんだと思う

ときがある。家でも思っている、そういうことを、家で思つているとやな気分(やつあたりなど,になる。でもこの体育は

だと思つた。体育Iまもともと好きだつたから、もっと好きになれた。

ど走り回つているのがよかった。(女子)

・先生の体育は、前とちがってみんなで手た2な ぃ製 、協力してやった。前とちがって体育の時に先生の話をねな

がら聞いてもおこられないし、     ≦野預茅〕み出       のも楽しい。

わたしは、蜘 1滋 見真衣ぶ嫁蠅嘆贔虹なん幾で楽しかつた。わたしは、あんまり人をたたかなくなつた。体育は前

も好きだったけど、先生の体育をやつて大好きになつた。家に帰つてお母さんや弟とできることはやりました。先生と

やつてきた体育は一生の宝です。(女子)

・今までの体育は、とびばことかでやだなあ―とか思つていたけれど先生との体育で勝ち、負けのないゲームなど、

、そういう童              、そういうのはなくて、それにとっても楽しかったから、

ずいぶん        2L。 2人組を作ったりするとき、曖とをどちが黙 綺糧めとことがとつてもよかったと思つ

ています。あまりそうになつた子とか「いっしょに3人組になろう」といってあげれました。今までの体育の中でいちばん

楽しかったですc(女子)

□今日ほけんのじゅぎょうをやつた。友達のいいところがみえた はじめてみえた。(男子)

・体育は、で         と懸ヽうことがわかりました。(女子)

・最初のころは、ばかばかしかったけど、今は、楽しいしおもしろかった。組を作るときは、すぐ自分から人を集めたり

した。今思えばやったこと全部楽しかった。(男子)

。いつもはみんなと体力の差が出ていたけどこの体育は、み衣なuぼ 滋Dに 薄バ曳沈真で楽しかつた。(男子)

・この体育をやつて自分は少し成長したと思う。自分は人をわらわせたりいい所を自分でみつけられたのがよかっ

た。これからも自分のいいところや悪いところをいつぱい見つけていきたい。こんな体育があるんだとわかった。これ

からもいろいろな体育をしていきたい。だって楽しいんだもん。とすごく思つた。やつたやつはわすれない。ぼくは、テ

レビゲームばっかりやつていたけど、外で遊ぶのもいいものだと思つた。(男子)

・ふつうの体育はきらい。なぜかというと、走ったりするし、てつぼうもするから。走るといってもおにごっことかなら楽

しいから、つかれないけど、ふつうの体育はリーダーが、いつもボールとかわたしてくれないし、しっぱいすると悪口を

いうから。でも、この体育は、

頑が二此父虔晟蝦寛覧喚軟ゑ簿たから、大好きです。(女子)

・いろいろな友達とくんで、いつもしゃべらない子とかもグループ責依れて、けんかル参魚 友勲 &ゝけいL体 育Ω
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時分たい」搬 硬t使 よ化 たいです。自分は、運動とくいじやないし、いやだなあと思つていたけど、今は大好きにな

りました。         、友達ともこんどからいつぱい遊んだり、しやべつたり、したいです。(女子)

・この体育をやつてから、なんかこのクラス(1組)でよかつたなあつて思う時があるようになってきました。こういう体育

があることもしらなかったから「初めて知った」という気分があつてうれしいです。前は、正直にいうとこの子あまり好き

じゃないって思えて心の中できめつけていたけど、よ<考えていい所をかんがえると、なんかあまり好きじゃない人な

んていなくなって、みんないい人だなあと思いました。だから、いやなことをいわれてもその人のいい所をかんがえる

と、そのいやなことをわすれられて、いいなあと思つています。だから、このクラムにn使 な人なんてぃぶ 在児 た。

この体育をやつてそういうことを思えるようになつたのでよかつたです。

(女子)

*本 人の生の声を尊重し、言葉は、原文どおりとした。

*下 線は筆者による。
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